
 様式４

会議結果（要旨) 

 

 会 議 名 令和５年度第３回音更町介護保険・地域包括ケア協議会

 開 催 日 時 令和５年１０月３１日（火）　

 開 催 場 所  音更町保健センター　検診室

 
委員出席者

阿部会長、栗原副会長、阿部委員、宮下委員、櫻井委員、藤田委員、向平委員、 

坂上委員、片岡委員、堀委員、植田委員、佐藤委員、種川委員

 

事務局出席者

【音更町】 

久光高齢者福祉課長、西山高齢者福祉係長、浅野介護保険係長、月居包括支援調整

担当主査、高木主任保健師 

【音更町地域包括支援センターらんらん】 

中村センター長 

【音更町地域包括支援センターほほえみ】 

橋本センター長 

【音更町地域包括支援センターロータス音更】 

武田統括管理主任、加須屋主任ＣＭ

 議 題 内 容 議案第１号　　第９期音更町介護保険事業計画の骨子案について

 会 議 資 料 別紙のとおり

 会 議 結 果 議案承認

 

挙げられた

主な意見等

 委　員） 

・介護人材の不足について何か考えは。 

事務局） 

・帯広大谷短期大学の協力を受け、介護事業所職員を対象とした初任者研修を実

施している。また、他の町も同様の問題を抱えていることから、帯広市・幕別

町・芽室町の一市三町で意見交換会を行い、課題の共有をしている状況。 

委　員） 

・町独自で介護報酬を上げることの検討も必要ではないか。 

・外国人労働者に頼らないと厳しい状況だが、労働賃金の安さから、外国人労働者

にも日本は避けられてきている。厳しい状況を実感している。 

・小中学生に対して介護の啓発活動が必要。 

・小中学生ぐらいから職場体験や出前講座の機会を増やすことは大事。 

・介護予防は人が集まった機会に参加できるところから始めては。自分の状態を確

認できるような場所を作ってあげることを検討しては。 

・フレイル検診の意識啓発や運動に対する考え方をもっと若い段階から何かアピー

ルできないかと思う。

 問 合 先 保健福祉部高齢者福祉課高齢者福祉係（電話：０１５５－３２－４５６７）
 


